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ドーピング検査該当の際の注意事項 

 

選手・コーチのみ活動できるエリアで検査通告が来た際は、下表の注意点をもとに対応しましょう。 

選手の行使できる権利がありますので、DOC(検査員)に声をかけられても、落ち着いて、同伴者（下表 

「同伴者について」参照）を呼んだ上で検査を進めてください。 

＜補足＞ 

⚫ 使用している薬がある際は、すぐに成分名および配合成分がわかるように必ずリストや実際の使用薬を携

帯ください。 

⚫ 競技実施日は、こちらの注意事項、パスポートコピー、使用している薬のリスト等を携帯してください。 

⚫ パスポートの管理方法はチーム毎に決定し、ドーピング検査において原本が必要な場合にはチームの方が

取りに行けるようにご準備ください。 

⚫ 現地にて購入し摂取するもの(特にスナック類、ジュース類など)に禁止成分が含まれる場合があります。

禁止成分が含まれてないことを確認した上で摂取するか、大会終了までの期間は摂取を控えるなど、対策

をお願いします。 

 

選手が行使できる権利 

 

同伴者について 
 

【成人の場合】 

通訳者とは別に 1 名同伴者をつけることが可

能(通訳を兼ねる場合は 1 名でも可) 
 

【未成年者の場合】 

成人の同伴者 1 名は"必須" 

(通訳を兼ねる場合は 1 名、通訳者が別に 1

名も可) 

※ドーピング検査での未成年は「18 歳未

満」です。 

検査の手順 

 

検査員の対応・書面は全て英語・英文となり

ます。演技後にドーピング検査対象となった

場合は、チームメンバーにその旨伝え、必ず

英語対応が可能な通訳者を呼んでください。 

 

※使用している薬は、薬の名称がわかるよう

にしておくと安心です。（パスポートコピー

と一緒にしておく、帯同コーチに預けておく

等の事前準備があるとスムーズです） 

 

◆ 検査対象となった選手は、当日中に連盟事務局スタッフへお申し出ください。 


